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1 次変換 g を表す行列を求める。 ),( qpP の g による像が、 ),( qpP  であるとき 

PP の中点は xy )(tan 上にあるので 
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),( qqppPP  は、 xy )(tan と直交するので 
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①、②より 
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gf  を表す行列は 
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A において、 bcadqdap  , とすると、ケーリー・ハミルトンの定理より qEpAA 2  

両辺に Aをかけると pqEAqpqAqEpApqApAA  )()( 223  

実数 ll qp , により、 EqApA ll
l  と表せるとき、両辺に Aをかけると 
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実数 mm qp , により、 EqApA mm
m  と表すことができるから、 0 0
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両辺に Aをかけると 01 xkAxA   12 xkx   以下同様にして、 nn xkx 1 がわかる。 
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mmm    より、 0xxm  が成り立つとき、 00 x であるから 1 mk  

 

m が奇数のとき、 1k だが、 01 xx  となり、条件に反する。 

m が偶数のとき、同様に 1k は条件に反する。 1k のとき、 02 xx  となり、やはり条件に反する。 

したがって、 0mp でなければならず、 0)1(0 xqm となる。 00 x であるから 01  mq  1 mq  

 

以上により、 1,0  mm qp しかあり得ないから EAm   (証明終) 

 

 

※1996 年理系□3 に、類題あり。 


